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原子力の安全性・信頼性向上に係る

今後の主な取組み

玄海原子力発電所３／４号機
主変圧器及び所内変圧器更新について



はじめに 1

原子力の安全性・信頼性向上に係る主な取組みのうち、

玄海原子力発電所３／４号機における主変圧器及び

所内変圧器更新についてご説明します。
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3１ 主変圧器及び所内変圧器更新の概要

○更新の目的

玄海３，４号機の主変圧器及び所内変圧器については、運転開始以降、約30年間使用

しており、定期検査時の保修や検査等により、機能に問題がないことを確認していますが、

更なる安全性及び信頼性向上のため、今後の絶縁性能の低下に対する予防保全として

更新を行います。

設備概要

［主変圧器］

発電機で発生した電力を発電所外へ
送電するため、発電機電圧の24kVを
送電線電圧の 500kVに昇圧する。
（右図の ）

また、定期検査等の発電機停止中は、
送電線からの電力を所内変圧器へ給電
するため、送電線電圧の500kVを24kV
へ降圧する。（右図の ）

［所内変圧器］

運転等に必要となる発電所内の各機器
へ給電するため、24kVを6.9kVに降圧
する。（右図の ）
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：電気の流れ

【凡例】
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：電路の開閉装置



4１ 主変圧器及び所内変圧器更新の概要

○原子炉設置変更許可申請書の主な変更点

・定格容量の増加

今後の更なる発電効率の向上による負荷の増加や、設備の増設等の可能性を考慮し、
以下のとおり主変圧器及び所内変圧器の定格容量を変更します。

更新後更新前

約1,310,000ｋＶＡ約1,250,000ｋＶＡ主変圧器 容量

約90,000ｋＶＡ約77,000ｋＶＡ所内変圧器 容量



5１ 主変圧器及び所内変圧器更新の概要

【更新前】 【更新後（イメージ）】

【主変圧器及び所内変圧器の一体化イメージ】

○その他の変更点

・耐震設計
更なる耐震安全性向上のため、従来の２倍の地震力を用いた耐震設計※とします。

※法令要求の耐震設計に対して約５倍

・変圧器の一体化

現在、それぞれ設置している主変圧器と所内変圧器を一体型の変圧器に変更します。



6２ 主要工程

○主要工程


